
                       令　和　5　年　　火　災　・　救　急　概　況                      　　　　　　　　　                     　                 　　　　　　　

＊　死者数欄( )内の数値は、放火自殺者の内数

※本年数値は速報のため，変更することがあります。また、表は前年同時期との比較です。
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鶴　 　見 31 24 7 8,958 8,442 516

保土ケ谷

旭 21 22 △ 1 7,655 7,535 120

神 奈 川 28 27 1 7,296 6,923 373

港     南

西 19 18 1 4,853 4,660 193

南 25 14 11 7,235 7,220 15

28 11 8,540 8,069 471中 39

３　行政区別火災・救急状況
  　　　 　年 別
 区 分

火　　災 救　　急
令和5年 令和4年 増△減 令和5年 令和4年 増△減

交通事故 4,219 4,230 △ 11

1
救
急
種
別

急　　　病 82,507 79,056 3,451
一般負傷 21,173 20,978 195

そ　の　他 9,100 8,963 137
合　　　計 25

救急出場件数  （件） 116,999 113,227 3,772
六ツ川大池地区連合自治会

南永田・山王台連合町内会
死   者   数  （人） 7 (0) 8

配線器具 3

６分団

火 災 件 数  （件） 378 334 44 別 所 地 区 連 合 町 内 会 1

(1) △ 1
負 傷 者 数  （人） 57 63 △ 6

焼損床面積  （㎡） 4,031 3,096 935

六 ツ 川 地 区 連 合 自 治 会 2

1

区分　＼　年別 令和5年 令和4年 増△減 1

本大岡地区町内会連合会 5
そ　の　他 458 514 △ 56

２　横浜市火災・救急状況
大 岡 地 区 連 合 町 内 会

救
急
種
別

たばこ 3 3 0

1,302 1,325 △ 23
交通事故 227 240 △ 13

急　　　病 5,248 5,141 107
一般負傷

救急出場件数 7,235 7,220 15

電気機器 1 1 0

4 2

1 2
井土ケ谷地区連合町内会 1

2
堀 ノ 内 睦 町 連 合 町 内 会 1

3
  焼損床面積  (㎡) 177 36 141

蒔 田 連 合 町 内 会 2

３分団

  死         者  (人) 1 0 1
  負   傷   者  (人) 6 2 4

お三の宮地区連合町内会 2
主
な
火
災
原
因

放火（疑い含む） 6 4 2
こんろ

林      野 0 0 0

２分団
船      舶 0 0 0
航  空  機 0 0 0

中 村 地 区 連 合 町 内 会

車      両 1 0 1
寿 東 部 連 合 町 内 会 3

2
そ　の　他 6 3

１　南区火災・救急状況 ４　連合町内会・受持消防団別火災件数

受   持
消防団

   火  災  件  数 25 14 11 太 田 東 部 連 合 町 内 会 0
１分団

火
災
種
別

区分　＼　年別 令和5年 令和4年 増△減 連合町内会名
火災
件数

建      物 18 11 7
太 田 地 区 町 内 連 合 会 1

５分団

４分団

0

連 合 未 加 入 自 治 会 、 そ の 他 1 1～6分団

南　消　防　署
１月１日 ～ ６月30 日

北 永 田 地 区 連 合 町 内 会 1

永田みなみ台連合自治会 0
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 火災を防ぐための７つのルール 

 

 

 

 

レジャー時期は火気器具（カセットコンロやガスボンベ）の
取り扱いや、花火による火災・事故が起こりやすくなります。
これらの事故は誤った使用方法や不注意により引き起こさ
れます。 
火の取り扱いには十分に注意して楽しい夏を過ごしましょう！ 
 

１ 使用方法・注意事項は守りましょう 

２ 広くて安全なところで遊びましょう 

３ 周囲に燃えやすいものを置かないようにしましょう 

４ 火気の近くで消毒用アルコールの使用は 

やめましょう 

５ 風の強いときに花火をするのはやめましょう 

６ 子どもだけで花火をしないようにしましょう 

７ 水バケツを用意するなど火の後始末は確実に 

  行いましょう 

 

 
 

横浜市消防局  
マスコットキャラクター  

お問合せ 南消防署総務・予防課 045-253-0119 

 
ハマくん 

夏のレジャー時期に 
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